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	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高松市では，平成２５年１０月１日に「ハローワーク高松・ジョブ�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナー」を市役所庁舎内に開設しました。市の庁舎内にハロー�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークの職業紹介機能を持つ常設窓口を設置するものとしては�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県下初の取り組みです。�　本事業は，生活保護受給者，住宅支援給付受給者，児童扶養手当受給者に加え，その相談・申請段階にある生活困窮者等を対象者として，ハローワーク高松の就職支援ナビゲーターと本市のケースワーカーや就労支援員等が連携しながら，両者が支援に必要な情報をリアルタイムに共有し，早期自立に向けた集中的かつ効率的な支援を一体的に取り組んでおります。また，同ジョブコーナーの特性でもある「落ち着いた雰囲気」の中での「じっくり相談」を機軸にした対象者のニーズを踏まえた個々の支援プランを策定することによって，より効果的な自立支援の確保に努めてまいりたいと考えています。�　本事業の具体的な成果については，今後，検証していく予定ですが，ハローワークと市が各々のノウハウを生かしながら，本市のまちづくりの目標である「健やかにいきいきと暮らせるまち」の実現を目指し，市民サービスの向上に寄与するものにしたいと考えています。�

